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第 28回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 派 遣 参 議 院

代 表 団 報 告 書  

 

団   長  参 議 院 議 員   中 曽 根 弘 文  

     同       片 山  大 介  

同   行  国 際 会 議 課   桑 山  直 樹  

会 議 要 員  同       鈴 木  健 太  

 同     同       井 田 理 佳 子  

 

 第 28回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 は 、 2020

年 １ 月 13日 （ 月 ） か ら 16日 （ 木 ） ま で の ４ 日 間 、 オ ー ス ト ラ リ ア ・

キ ャ ン ベ ラ の オ ー ス ト ラ リ ア 連 邦 議 会 議 事 堂 に お い て 、 19の 加 盟 国

（ 日 本 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 カ ン ボ ジ ア 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 中 国 、 フ ィ

ジ ー 、 イ ン ド ネ シ ア 、 韓 国 、 ラ オ ス 、 マ レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 ミ ク

ロ ネ シ ア 、 モ ン ゴ ル 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 ロ シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、

タ イ 、 ベ ト ナ ム ） 、 オ ブ ザ ー バ ー 国 （ ブ ル ネ イ ） 及 び ９ の 招 待 国

（ ク ッ ク 諸 島 、 キ リ バ ス 、 ナ ウ ル 、 ニ ウ エ 、 パ ラ オ 、 サ モ ア 、 ソ ロ

モ ン 諸 島 、 ト ン ガ 、 ツ バ ル ） か ら 約 150名 の 議 員 が 参 加 し て 開 催 さ

れ た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 日 本 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ い て 1993年

１ 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 政 治 ・

安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て 加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て お り 、

現 在 27か 国 が 加 盟 し て い る 。 日 本 国 会 は 1996年 の 第 ４ 回 総 会 か ら 継

続 し て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

 今 次 総 会 に 派 遣 さ れ た 参 議 院 代 表 団 は 、 衆 議 院 代 表 団 と 共 に 日 本

国 会 代 表 団 を 結 成 し 、 団 長 に 中 曽 根 弘 文 参 議 院 議 員 、 副 団 長 に 左 藤

章 衆 議 院 議 員 を 選 出 し た 。  

 代 表 団 は 、 総 会 の 議 題 に 関 す る ４ 件 の 決 議 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現

地 で は 、 本 会 議 に お い て 各 決 議 案 の 趣 旨 を 説 明 す る と と も に 、 ワ ー

キ ン グ ・ グ ル ー プ 及 び 起 草 委 員 会 に お い て 各 国 の 主 張 と 調 整 し な が

ら 成 案 の 取 り ま と め を 行 っ た 。 ま た 、 会 議 に 先 立 つ 2019年 11月 29日

に Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 を 務 め る 中 曽 根 康 弘 元 衆 議 院 議 員 が 逝 去 し た こ

と を 受 け 、 現 行 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 か ら 名 誉 会 長 に 係 る 規 定 を 削 除 す る

と と も に 、 必 要 に 応 じ 執 行 委 員 会 及 び 年 次 総 会 に 助 言 を 行 う 任 期 ３

年 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 会 長 を 新 た に 設 け る こ と 等 を 内 容 と す る 規 則 改 正 案 を

提 出 し 、 執 行 委 員 会 及 び 起 草 委 員 会 に お い て 、 主 催 国 の オ ー ス ト ラ

リ ア と 協 調 し つ つ 今 次 総 会 中 に 規 則 改 正 を 行 う よ う 主 張 し た 。 そ の

他 、 各 国 代 表 団 と の 二 国 間 会 談 等 を 積 極 的 に 実 施 し た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 今 次 総 会 に お け る 参 議 院 代 表 団 の 活 動 を 中
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心 に 述 べ る こ と と す る 。  

 

１ ． 執 行 委 員 会  

 今 次 総 会 に お い て 、 執 行 委 員 会 は ２ 回 に わ た っ て 開 催 さ れ た 。  

 

（ １ ） 第 １ 回  

 第 １ 回 執 行 委 員 会 は 13日 （ 月 ） 午 前 に 開 催 さ れ た 。 日 本 、 オ ー ス

ト ラ リ ア 、 中 国 、 ロ シ ア 、 イ ン ド ネ シ ア 、 ラ オ ス 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン

ド 、 フ ィ ジ ー 、 カ ナ ダ 、 韓 国 及 び カ ン ボ ジ ア の 代 表 が 出 席 し 、 日 本

か ら は 中 曽 根 団 長 が 出 席 し た 。 同 委 員 会 の 議 事 は 、 今 次 総 会 会 長 ・

執 行 委 員 会 委 員 長 で あ る ト ニ ー ・ ス ミ ス ・ オ ー ス ト ラ リ ア 下 院 議 長

が 主 宰 し た 。  

ま ず 、 各 国 代 表 団 に よ る 自 己 紹 介 が 行 わ れ た 後 、 今 次 総 会 の 議 題

に 関 し 、 ス ミ ス 議 長 か ら 、 名 誉 会 長 に 対 す る 弔 意 決 議 を 議 事 に 追 加

し た い と の 提 案 が あ り 、 異 議 な く 了 承 さ れ た 。  

次 に 、 我 が 国 が 提 出 し た Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 が 協 議 さ れ た 。 ま

ず 、 中 曽 根 団 長 が 提 案 理 由 及 び 改 正 案 の 概 要 を 説 明 し た 後 、 各 国 代

表 団 か ら 意 見 が 表 明 さ れ た 。 議 論 の 結 果 、 名 誉 会 長 に 係 る 規 定 を 削

除 す る 必 要 性 に つ い て は お お む ね 合 意 が 得 ら れ た も の の 、 こ れ ま で

名 誉 会 長 が 担 っ て い た 継 続 し た リ ー ダ ー シ ッ プ か ら Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が 受 け

る 利 益 を 保 証 す る 役 割 を 確 保 す る 具 体 的 方 法 に つ い て は 意 見 の 一 致

に は 至 ら な か っ た 。 ま た 、 一 部 の 国 か ら は 規 則 改 正 案 を 詳 細 に 検 討

す る た め の 時 間 が 必 要 で あ る と の 主 張 も 併 せ て な さ れ た た め 、 ス ミ

ス 議 長 が 、 全 参 加 国 が 出 席 で き る 起 草 委 員 会 に 同 改 正 案 を 付 議 し て

議 論 を 行 い 、 必 要 に 応 じ て 執 行 委 員 会 を 再 開 す る こ と を 提 案 し 、 了

承 さ れ た 。  

次 に 、 ス ミ ス 議 長 か ら 、 今 次 総 会 に 参 加 す る オ ブ ザ ー バ ー 国 及 び

招 待 国 、 決 議 案 の 提 出 件 数 、 本 会 議 そ の 他 各 会 合 の 議 事 主 宰 者 、 採

択 決 議 対 応 状 況 報 告 書 の 提 出 状 況 並 び に 執 行 委 員 会 の 構 成 国 に つ い

て 報 告 が あ っ た 。  

最 後 に 、 将 来 の 年 次 総 会 主 催 国 に 関 し 、 ス ミ ス 議 長 か ら 、 2021年

の 第 29回 総 会 は 韓 国 が 主 催 予 定 で あ る 旨 及 び 2022年 の 第 30回 総 会 は

タ イ が 主 催 す る 意 向 を 示 し て い る 旨 の 報 告 が あ っ た 。  

 

（ ２ ） 第 ２ 回  

Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 に つ い て 、 14日 （ 火 ） の 起 草 委 員 会 で 議 論 が

行 わ れ た 後 、 同 委 員 会 委 員 長 を 務 め る ケ ビ ン ・ ア ン ド リ ュ ー ズ ・ オ

ー ス ト ラ リ ア 下 院 議 員 か ら 報 告 を 受 け た ス ミ ス 議 長 は 、 15日 （ 水 ）

午 前 に 執 行 委 員 会 を 開 催 す る こ と を 各 執 行 委 員 国 に 通 知 し た 。 な



 

- 3 -

お 、 第 ２ 回 執 行 委 員 会 で は 、 起 草 委 員 会 提 案 の 規 則 改 正 案 に 加 え 、

ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草 委 員 会 委 員 長 の 提 案 に よ る 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正

に 関 す る 決 議 案 」 も 併 せ て 審 査 さ れ る こ と と な っ た 。 同 決 議 案 は 、

執 行 委 員 会 に 対 し て 、 ① Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 現 在 の 予 算 調 達 に つ い て 調 査 す

る こ と 、 ② 改 正 後 の 規 則 の う ち 会 長 が 辞 任 等 に よ り 職 務 遂 行 に 不 適

任 と な っ た 場 合 に 係 る 規 定 を 見 直 す こ と 、 ③ こ れ ら に つ い て 次 回 第

29回 総 会 に 報 告 す る こ と を 要 請 す る も の で あ る 。  

 15日 （ 水 ） 午 前 の 第 ２ 回 執 行 委 員 会 に は 、 第 １ 回 執 行 委 員 会 と 同

じ 11か 国 が 出 席 し 、 日 本 か ら は 中 曽 根 団 長 が 出 席 し た 。  

冒 頭 、 ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草 委 員 会 委 員 長 か ら 、 同 委 員 会 に お け る

議 論 の 概 要 が 説 明 さ れ る と と も に 、 起 草 委 員 会 提 案 の 規 則 改 正 案 及

び 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 に 関 す る 決 議 案 」 の 両 案 と も 本 会 議 で 採 択 す

る こ と を 希 望 す る 旨 の 発 言 が あ っ た 。  

中 曽 根 団 長 か ら も 今 次 総 会 中 に 両 案 を 採 択 す る よ う 主 張 す る と と

も に 、 規 則 改 正 に よ り 新 た に 設 け ら れ る 任 期 ３ 年 の 会 長 に は 、 今 次

総 会 主 催 国 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア の ス ミ ス 議 長 に 就 任 い た だ く こ と

を 希 望 す る 旨 述 べ た 。  

そ の 後 各 国 か ら 意 見 が 表 明 さ れ 、 多 く の 国 か ら は 賛 意 が 示 さ れ た

も の の 、 ロ シ ア 及 び 中 国 か ら は 、 規 則 改 正 案 の 内 容 は 本 国 に 持 ち 帰

っ て 検 討 す る 必 要 が あ り 、 今 次 総 会 に お い て 規 則 改 正 を 行 う こ と に

は 強 く 反 対 す る 旨 が 主 張 さ れ た 。 約 １ 時 間 20分 に 及 ぶ 白 熱 し た 議 論

の 結 果 、 今 次 総 会 に お い て 規 則 改 正 を 行 う こ と に つ い て コ ン セ ン サ

ス を 得 る こ と は 困 難 な 見 通 し と な っ た 。 そ の た め 、 ス ミ ス 議 長 及 び

ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草 委 員 会 委 員 長 か ら 、 執 行 委 員 会 と し て 「 Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ 規 則 改 正 に 関 す る 決 議 案 」 に 代 わ る 新 た な 決 議 案 （ 「 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 会

長 の 役 割 に 関 す る 決 議 案 」 ） を 取 り ま と め 、 こ れ を 本 会 議 で 採 択 す

る こ と が 提 案 さ れ 、 各 国 が 合 意 し た 。 同 決 議 案 に は 、 ① 第 29回 総 会

閉 会 時 ま で を 任 期 と す る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 会 長 を 新 た に 設 け 、 当 該 職 に オ ー

ス ト ラ リ ア 下 院 議 長 を 任 命 す る こ と 、 ② Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 会 長 及 び 執 行 委 員

会 に 対 し て 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 予 算 調 達 に 関 す る 調 査 及 び 規 則 改 正 に 関 す

る 検 討 を 行 い 、 そ の 結 果 を 第 29回 総 会 に 報 告 す る よ う 要 請 す る こ

と 、 ③ 現 行 規 則 第 12条 の み を 改 正 し 、 執 行 委 員 会 は 総 会 の 議 長 が 主

宰 す る こ と が 盛 り 込 ま れ た 。  

 

２ ． 開 会 式  

 開 会 式 は 13日 （ 月 ） 午 前 に 挙 行 さ れ た 。  

 冒 頭 、 ア ボ リ ジ ニ を 代 表 し て 当 地 在 住 の ヌ グ ナ ワ ル 族 の 長 老 ウ ォ

ー リ ー ・ ベ ル 氏 か ら 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 参 加 者 に 対 し て 歓 迎 の 意 が 述 べ ら れ

た 。  
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 次 に 、 ス ミ ス 議 長 が デ イ ビ ッ ド ・ ハ ー レ ー 連 邦 総 督 の 祝 辞 を 代 読

し た 。  

 次 に 、 前 回 総 会 主 催 国 で あ る カ ン ボ ジ ア の ヘ ン ・ サ ム リ ン 国 民 議

会 議 長 が 演 説 し た 。 同 議 長 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 議 会 間 協 力 の

促 進 は 、 地 域 に お け る 平 和 、 繁 栄 及 び 持 続 可 能 な 開 発 の 達 成 に 資 す

る こ と 、 各 国 の 議 会 人 は そ の た め の 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る こ と 等

を 強 調 し た 。  

 次 に 、 ス ミ ス 議 長 が 演 説 を 行 っ た 。 同 議 長 は 、 今 日 の 地 域 及 び 世

界 は 、 社 会 的 及 び 政 治 的 混 乱 が 進 展 し 、 異 常 気 象 が 頻 発 し 、 自 由 な

貿 易 及 び 投 資 が 脅 か さ れ る な ど 、 様 々 な 課 題 に 直 面 し て い る こ と を

指 摘 し つ つ 、 グ ロ ー バ ル 環 境 下 に お け る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 活 動 の 重 要 性 を

強 調 し た 。  

次 に 、 ス ミ ス 議 長 は 、 名 誉 会 長 に よ る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ に 対 す る 多 大 な 貢

献 に 鑑 み 、 15日 （ 水 ） の 最 終 本 会 議 に お い て 弔 意 決 議 を 採 択 す る こ

と を 提 案 し 、 案 文 を 朗 読 し た 。  

引 き 続 い て 、 中 曽 根 団 長 が 概 要 以 下 の と お り 発 言 し 謝 意 を 表 明 し

た 。  

中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 の 逝 去 に 際 し 、 弔 意 決 議 を 御 提 案 い

た だ き 、 日 本 国 会 代 表 団 団 長 と し て 、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ る 。  

Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 国 会 議 員 が 交 流 し 、 議 員 同 士

の 信 頼 関 係 を 醸 成 す る と い う 目 的 の 下 、 1993年 に 設 立 さ れ た 。 中 曽

根 康 弘 名 誉 会 長 は 創 設 者 の 一 人 と し て 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ に 対 し ひ と か た な

ら ぬ 思 い を 抱 き 、 議 員 を 引 退 し 名 誉 会 長 の 職 に 就 い て か ら も 会 議 の

更 な る 発 展 を 強 く 願 っ て い た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が 創 設 時 の 理 念 を 変 え る こ と な く 、 28年 連 続 し て 開 催 さ

れ て い る こ と は 、 ひ と え に 各 国 の 皆 様 の 御 尽 力 に よ る も の で あ る 。  

 個 人 的 な こ と で は あ る が 、 息 子 と し て も 名 誉 会 長 で あ る 父 に 対

し 、 皆 様 か ら 長 年 に わ た り 御 指 導 、 御 厚 情 を 頂 い た こ と に 、 心 よ り

御 礼 申 し 上 げ る 。  

Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が 創 設 者 の 遺 志 を 継 ぎ 、 今 後 も ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 を 代

表 す る 議 員 フ ォ ー ラ ム と し て 、 更 な る 発 展 を 遂 げ ら れ る よ う 、 一 層

の 御 協 力 を お 願 い す る と と も に 、 皆 様 の ま す ま す の 御 健 勝 と 御 活 躍

を お 祈 り 申 し 上 げ る 。  

 引 き 続 い て 、 一 同 起 立 の 上 、 名 誉 会 長 に 対 す る 黙 祷 が さ さ げ ら れ

た 。  

 

３ ． 本 会 議 （ 最 終 本 会 議 を 除 く ）  

 本 会 議 は 14日 （ 火 ） 及 び 15日 （ 水 ） に 「 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す

る 問 題 」 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題 」 及 び 「 ア ジ ア ・ 太 平 洋 に
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お け る 地 域 協 力 」 を 議 題 と し て 開 催 さ れ た 。  

 

（ １ ） 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題  

 政 府 及 び 議 会 組 織 の 公 正 性 の 保 護 、 地 域 に お け る 平 和 、 安 全 及 び

繁 栄 を 促 進 す る た め の 議 会 の 役 割 の 強 化 、 過 激 化 の 要 因 に 対 す る 取

組 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 強 化 に 向 け た 連 携 の 促 進 等 に つ い て 各 国

の 代 表 が 発 言 し た 。  

 左 藤 副 団 長 は 、 「 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 の 実 現 に 関 す る 決 議 案 」 に 関

し 、 北 朝 鮮 の 核 ・ ミ サ イ ル 問 題 及 び 拉 致 問 題 の 解 決 に 向 け た 取 組 の

重 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 ま た 、 長 島 昭 久 衆 議 院 議 員 は 、 「 地 域 に お け る 平 和 、 安 全 保 障 及

び 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 信 頼 の 構 築 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 南

シ ナ 海 に お け る 中 国 に よ る 埋 立 活 動 に 対 す る 懸 念 及 び 法 の 支 配 の 原

則 に の っ と っ た 紛 争 解 決 の 重 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

ま た 、 本 多 平 直 衆 議 院 議 員 は 、 米 朝 関 係 を 含 む 朝 鮮 半 島 情 勢 へ の

懸 念 、 南 シ ナ 海 を め ぐ る 紛 争 の 平 和 的 解 決 の 重 要 性 、 昨 今 の 香 港 情

勢 等 に つ い て 発 言 し た 。  

 

（ ２ ） 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題  

 貿 易 及 び 成 長 の た め の 制 度 の 強 化 、 食 料 安 全 保 障 及 び 持 続 可 能 な

農 業 開 発 、 デ ジ タ ル 経 済 へ の 参 加 の 改 善 及 び 地 域 全 体 に お け る 連 結

性 の 強 化 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

 田 畑 裕 明 衆 議 院 議 員 は 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に 関

し 、 財 政 ・ 金 融 政 策 な ど 各 種 の 政 策 ツ ー ル を 活 用 し た 成 長 戦 略 を 実

施 し て 、 包 摂 的 成 長 を 達 成 す る 必 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ

た 。  

 

（ ３ ） ア ジ ア ・ 太 平 洋 に お け る 地 域 協 力  

 気 候 変 動 に 対 す る 議 会 の 役 割 の 強 化 、 地 域 の 文 化 的 多 様 性 及 び 観

光 の 促 進 、 持 続 可 能 な 開 発 の 促 進 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し

た 。  

 片 山 大 介 参 議 院 議 員 は 、 「 気 候 変 動 へ の 対 応 に お け る 議 会 の 役 割

の 強 化 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 概 要 以 下 の と お り 発 言 し 、 趣 旨 説

明 を 行 っ た 。  

 冒 頭 、 昨 年 か ら 続 い て い る オ ー ス ト ラ リ ア の 山 火 事 の 被 害 者 に 対

し 、 心 よ り お 見 舞 い 申 し 上 げ る 。 過 去 最 大 級 と 言 わ れ る こ の 山 火 事

に よ り 、 複 数 の 人 命 が 失 わ れ 、 多 様 な 生 態 系 に 大 き な 被 害 が も た ら

さ れ て お り 、 こ の 場 を 借 り て 、 オ ー ス ト ラ リ ア の 皆 様 と の 結 束 の 意

思 を 表 明 し た い と 思 う 。  
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 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 は 、 地 震 、 津 波 、 火 山 噴 火 、 台 風 、 水 害 、 山

火 事 等 、 大 規 模 自 然 災 害 の 多 発 地 域 で あ る 。 昨 年 も 、 地 域 の 各 国 に

お い て 自 然 災 害 が 発 生 し た ほ か 、 我 が 国 で も 複 数 の 大 型 台 風 が 上 陸

し 、 大 き な 被 害 に 見 舞 わ れ た 。  

こ う し た 自 然 災 害 の 影 響 が 年 々 悪 化 し て い る と い う 感 覚 は 、 こ こ

に い る 全 員 が 共 有 し て い る も の で は な い か 。 こ れ ら の 災 害 の 全 て が

気 候 変 動 に 起 因 し て い る の か に つ い て は 、 更 な る 研 究 の 積 み 重 ね が

必 要 で あ る が 、 少 な か ら ず の 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と は 疑 い な い 。

災 害 の 影 響 を 最 も 受 け や す い ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 我 々 は 、 「 緩

和 」 と 「 適 応 」 と い う 気 候 変 動 の 対 策 に 率 先 し て 取 り 組 む 必 要 が あ

る 。  

 ま ず 、 気 候 変 動 の 直 接 的 な 原 因 で あ る Ｃ Ο ２ の 削 減 等 に よ る 「 緩

和 」 対 策 に 関 し て は 、 昨 年 12月 の Ｃ Ｏ Ｐ 25に お い て 、 本 年 の パ リ 協

定 始 動 に 向 け 、 長 時 間 に わ た る 議 論 が 行 わ れ た 。 大 き な 焦 点 と な っ

た 市 場 メ カ ニ ズ ム の 実 施 指 針 に つ い て 、 技 術 的 論 点 や 各 国 の 利 害 の

た め に 合 意 に 至 ら な か っ た こ と は 残 念 で あ っ た が 、 日 本 と し て は 、

排 出 削 減 の 二 重 計 上 防 止 と 環 境 十 全 性 の 確 保 を 引 き 続 き 強 調 し 、 本

年 の Ｃ Ｏ Ｐ 26に お け る 実 施 指 針 の 採 択 に 向 け 、 引 き 続 き 貢 献 し て い

く 所 存 で あ る 。  

 災 害 対 策 を 含 む 「 適 応 」 対 策 に 関 し て は 、 日 本 で は 、 2018年 に 気

候 変 動 適 応 法 を 制 定 し 、 国 内 で の 取 組 を 進 め る と と も に 、 ア ジ ア ・

太 平 洋 地 域 全 体 の 「 適 応 」 強 化 に も 取 り 組 ん で い る 。 具 体 的 に は 、

Ｏ Ｄ Ａ を 活 用 し た 防 災 協 力 イ ニ シ ア テ ィ ブ 、 ア ジ ア 防 災 セ ン タ ー を

通 じ た 地 域 防 災 協 力 の 強 化 、 国 際 レ ベ ル の 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト の 推 進

等 に よ り 、 気 候 変 動 の 影 響 を 最 も 受 け る 開 発 途 上 国 を 支 援 し て い

る 。  

私 は 議 員 に な る 前 は 公 共 放 送 局 の 記 者 を し て い た が 、 そ の 頃 か ら

正 確 な 災 害 情 報 の 伝 達 が 最 も 重 要 と 教 わ っ て き た 。 日 本 は 昨 年 ６ 月

に ア ジ ア 太 平 洋 気 候 変 動 適 応 情 報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム （ Ａ Ｐ ― Ｐ Ｌ Ａ

Ｔ ） を 立 ち 上 げ 、 気 候 変 動 リ ス ク に 関 す る 情 報 発 信 な ど の 実 効 性 の

高 い 適 応 活 動 の 推 進 を 支 援 し て い る 。  

 「 緩 和 」 と 「 適 応 」 の 両 輪 の 下 に 、 気 候 変 動 対 策 を 進 め る こ と が

極 め て 重 要 で あ り 、 日 本 国 会 代 表 団 が 提 出 し て い る 決 議 案 に は 、 そ

の 観 点 か ら 、 防 災 に 関 す る 条 文 を 盛 り 込 ん で い る 。 是 非 、 皆 様 の 御

賛 同 を 頂 き た い 。  

 

４ ． ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ  

 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ は 13日 （ 月 ） 午 後 か ら 15日 （ 水 ） 午 前 に か

け て 開 催 さ れ た 。 日 本 を 始 め と す る 各 国 か ら 事 前 に 提 出 さ れ た 計 45
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件 の 決 議 案 の う ち 、 同 種 の 決 議 案 に つ い て 一 本 化 作 業 が 進 め ら れ

た 。  

日 本 提 出 決 議 案 に 関 し て は 、 左 藤 副 団 長 が 「 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 の

実 現 に 関 す る 決 議 案 」 を 、 長 島 議 員 が 「 地 域 に お け る 平 和 、 安 全 保

障 及 び 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 信 頼 の 構 築 に 関 す る 決 議 案 」 を 、 田

畑 議 員 が 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 を 、 片 山 議 員 が 「 気 候 変

動 へ の 対 応 に お け る 議 会 の 役 割 の 強 化 に 関 す る 決 議 案 」 を そ れ ぞ れ

担 当 し 、 我 が 国 の 立 場 を 主 張 し つ つ 同 種 の 決 議 案 の 提 出 国 及 び 関 係

国 と の 間 で 文 言 調 整 を 進 め た 。  

 

５ ． 起 草 委 員 会  

 起 草 委 員 会 は 14日 （ 火 ） 及 び 15日 （ 水 ） に 開 催 さ れ 、 ア ン ド リ ュ

ー ズ 下 院 議 員 及 び デ ィ ー ン ・ ス ミ ス ・ オ ー ス ト ラ リ ア 上 院 議 員 が 共

同 で 委 員 長 を 務 め た 。 同 委 員 会 で は 、 決 議 案 、 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 及

び Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 改 正 案 の 審 査 が 行 わ れ た 。  

代 表 団 か ら は 、 左 藤 副 団 長 、 長 島 議 員 、 田 畑 議 員 及 び 片 山 議 員 が

そ れ ぞ れ の 担 当 決 議 案 が 審 査 さ れ る 際 に 出 席 し 、 各 国 と の 間 で 文 言

調 整 を 行 っ た 。  

規 則 改 正 案 の 審 査 に 際 し て は 、 中 曽 根 団 長 が 出 席 し 、 各 国 と の 議

論 に 臨 ん だ 。 冒 頭 、 ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草 委 員 会 委 員 長 か ら 、 13日

（ 月 ） の 執 行 委 員 会 に お け る 議 論 を 踏 ま え 、 規 則 改 正 後 に 新 た に 設

け ら れ る 会 長 の 役 割 を 明 確 化 し た 新 た な 改 正 案 が 提 案 さ れ 、 中 曽 根

団 長 は 同 提 案 に 賛 成 す る 旨 述 べ た 。 そ の 後 各 国 か ら 、 中 央 事 務 局 設

置 の 必 要 性 、 会 長 出 身 国 の 議 会 が 解 散 さ れ た 場 合 の 対 応 及 び Ａ Ｐ Ｐ

Ｆ に 精 通 し て い な い 暫 定 会 長 が 選 任 さ れ る 可 能 性 、 改 正 案 を 検 討 す

る 時 間 の 不 足 等 に つ い て 意 見 が 述 べ ら れ た が 、 ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草

委 員 会 委 員 長 は 、 同 規 則 改 正 案 を 起 草 委 員 会 提 案 と し て 採 択 す る と

と も に 、 各 国 か ら 示 さ れ た 問 題 に つ い て は 今 後 １ 年 間 を 通 じ て 執 行

委 員 会 に 調 査 を 求 め る こ と を 提 案 し た 。 こ れ に 対 し 中 国 が 留 保 の 意

思 を 示 し た た め 、 ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草 委 員 会 委 員 長 は 、 本 委 員 会 の

状 況 を ス ミ ス 議 長 に 報 告 し た 上 で 、 取 扱 い を 一 任 す る こ と を 提 案

し 、 了 承 さ れ た 。  

 

６ ． 最 終 本 会 議  

 最 終 本 会 議 は 15日 （ 水 ） 午 後 に 開 催 さ れ た 。  

 ま ず 、 ス ー ・ ラ イ ン ズ ・ オ ー ス ト ラ リ ア 上 院 副 議 長 が 女 性 議 員 会

議 の 概 要 を 報 告 し た 。  

次 い で 、 ス ミ ス 議 長 が 、 今 次 総 会 の 概 要 を 総 括 す る 議 長 声 明 を 読

み 上 げ た 。  



 

- 8 -

次 い で 、 ア ン ド リ ュ ー ズ 起 草 委 員 会 委 員 長 が 、 起 草 委 員 会 に お け

る 審 査 の 結 果 、 最 終 的 に 17件 の 決 議 案 を 取 り ま と め た 等 、 同 委 員 会

の 概 要 を 報 告 し た 。  

次 い で 、 ス ミ ス 議 長 に よ り 、 起 草 委 員 会 で 取 り ま と め ら れ た 17件

の 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 に 加 え 、 直 接 本 会 議 に 付 さ れ た ２ 件

の 決 議 案 （ 「 故 中 曽 根 康 弘 元 議 員 に 対 す る 弔 意 決 議 案 」 及 び 「 Ａ Ｐ

Ｐ Ｆ 会 長 の 役 割 に 関 す る 決 議 案 」 ） が そ れ ぞ れ 採 択 に 付 さ れ 、 い ず

れ も 全 会 一 致 を も っ て 採 択 さ れ た 。 引 き 続 き 、 共 同 コ ミ ュ ニ ケ へ の

署 名 式 が 行 わ れ 、 中 曽 根 団 長 を 始 め と す る 各 国 代 表 が 署 名 し た 。  

次 い で 、 次 回 総 会 主 催 国 で あ る 韓 国 の 金 世 淵 （ キ ム ・ セ ヨ ン ） 議

員 が 受 諾 演 説 を 行 っ た 後 、 オ ー ス ト ラ リ ア か ら Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 旗 が 引 き 渡

さ れ た 。  

最 後 に 、 ス ミ ス 議 長 が 閉 会 を 宣 言 し た 。  

 

７ ． 二 国 間 会 談 等  

代 表 団 は 、 会 議 期 間 中 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 カ ナ ダ 、 タ イ 、 韓 国 及

び メ キ シ コ の 各 代 表 団 と の 二 国 間 会 談 を 行 い 、 各 国 議 員 と 意 見 交 換

を 行 っ た 。 ま た 、 ス ミ ス 議 長 主 催 歓 迎 夕 食 会 及 び 閉 会 夕 食 会 に 出 席

し 、 各 国 議 員 と 交 流 し た ほ か 、 豪 日 友 好 議 員 連 盟 主 催 の 夕 食 会 及 び

現 地 在 留 邦 人 と の 昼 食 会 に 参 加 し た 。  

 

８ ． 終 わ り に  

 今 次 総 会 に お い て 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 直

面 す る 共 通 の 課 題 に つ い て 各 国 代 表 団 と 率 直 か つ 忌 憚 の な い 意 見 交

換 を 行 い 、 朝 鮮 半 島 情 勢 、 南 シ ナ 海 を 始 め と す る 地 域 安 全 保 障 環

境 、 経 済 及 び 貿 易 並 び に 気 候 変 動 問 題 に 関 し 、 日 本 提 出 の 決 議 案 を

基 に 協 議 を 主 導 す る な ど 、 会 議 の 成 功 に 積 極 的 に 貢 献 し た 。  

 さ ら に 、 前 年 11月 の 名 誉 会 長 の 逝 去 を 受 け 、 事 前 に 主 催 国 オ ー ス

ト ラ リ ア と の 間 で 、 弔 意 決 議 案 の 提 出 及 び Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 規 則 の 改 正 に つ

い て 調 整 を 行 っ た 。 弔 意 決 議 は 採 択 さ れ た も の の 、 規 則 改 正 に つ い

て は 一 部 の 参 加 国 か ら 今 次 総 会 で の 決 定 に 慎 重 な 意 見 が 表 明 さ れ た

こ と も あ り 、 所 期 の 改 正 の 実 現 に は 至 ら な か っ た 。 次 回 韓 国 総 会 に

お い て 、 各 国 の 理 解 を 得 た 上 で 規 則 改 正 が 行 わ れ 、 将 来 に わ た り Ａ

Ｐ Ｐ Ｆ が 安 定 的 に 継 続 し 得 る 体 制 が 整 え ら れ る こ と を 期 待 す る も の

で あ る 。  

 最 後 に 、 今 次 総 会 の 開 催 に 当 た り 、 ス ミ ス 議 長 を 始 め と す る 多 く

の オ ー ス ト ラ リ ア 議 会 関 係 者 か ら 賜 っ た 御 厚 情 に 対 し 心 か ら 感 謝 の

意 を 表 す る と と も に 、 御 協 力 い た だ い た 在 オ ー ス ト ラ リ ア 日 本 国 大

使 館 を 始 め と す る 関 係 各 位 に 対 し 御 礼 を 申 し 上 げ 、 本 報 告 を 終 え
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る 。  


